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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。

撮影：大里小学校 図書館

としょかんまつりでの「音楽とお話の会」児童も先生も一緒に「朝読」イベントや書籍の紹介コーナー

平成23年度から大里小学校の
学校図書館司書として勤務。児
童の読書推進活動に取り組み、
平成29年度子どもの読書活動
優秀実践校として大里小学校が
文部科学大臣表彰を受賞。

名嘉 智美さん 

大里小学校
学校図書館司書
な   か 　 と も   み

　貸し出しの冊数が増え、保護者からも「自主的に読書するようになった」との声を聞くようになりました。また、自らが読んだ
本だけでなく、読み聞かせで読んでもらった本を記録する「大里小学校読書貯金箱」を通して、読書記録が溜まるワクワク感
や、新たな本との出会いの喜びを体験し、読書が苦手な子どもたちも図書館に顔を出してくれるようになりました。

　図書館は「人が生きていくために必要な想像力の集まる場所」だと思っています。疑問を持ったと
きなど、答えやより良い方法を導き出すために、本は頼りになる存在の一つです。学校図書館での
資料活用力が子どもたちの生きる力につながるよう、これからも手助けしていきたいです。　

Q3 図書館・本の魅力とは？

Q2 読書推進活動をすることで、児童に変化は？

Q1 大里小学校の取り組みについて
　毎朝10分好きな本を読む「朝読」や、作家や専門家を招いて講演会などを行う「としょかんまつり」、学校図書館ボラン
ティアによる読み聞かせや本の紹介、家族で一緒に本に親しむ「家読」など、学校・家庭・地域が一体となり、読書活動の
推進に取り組んでいます。また今後は、急速に進むデジタル化社会において、デジタルとアナログ両方の良さを取り入れ
た図書館教育も目指していきたいです。
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